
(1) 2011（H23）年度・総会記念号 ひろしま・ブルガリア協会ニュース 　No 0019　(6版) 2011年4月23日（土）

み ん な で 推 進 し よ う ！ ！ 平 和 ・ 学 術 ・ 教 育 ・ 福 祉 ・ 経 済 交 流 を

日 本 ・ ブ ル ガ リ ア の 「 国 交 回 復 51 周 年 」

ブルガリアとの平和、福祉、大学間協定、市民交流等の推進へ

2
0
1
0
年
度
活
動
の
軌
跡
　

①

2010年度総会

「ブルガリアン・ブルー」の著者・カテリナさんがブルガリアについて楽しく記念講演

20１0年度の活動を真剣に検討・決定して新たな決意で出発

第１０回・チャリティー「ブルガリアの料理とワインを楽しむ会」

佐々木副代表理事（手前）をリーダーにブル
ガ リ ア の 料 理 つ く り を す る メ ン バ ー

広島市留学生会館

鈴
木
理
事
が
カ
テ
リ
ナ
さ
ん
を
平
和
公
園
・
資
料
館
な
ど
案
内

ブ
ル
ガ
リ
ア
の
乳
幼
児
養
護
施
設
へ
贈
る
募
金

活
動
も

ブルガリアの料理とワインを楽しんだ後に記念撮影

カテリナさんと鈴木理事

2010年4月25日

みんなが主役 各自の個性、特徴を発揮して、素晴らしい出会いと素敵な「国際貢献」を

第
1
0
回
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

「
ブ
ル
ガ
リ
ア
料
理
教
室

」

（ 財 ） ひ ろ し ま 国 際 セ ン タ ー の 久 永 事 務 局 次 長 や 岸 田 、
浅 野 両 顧 問 な ど を 迎 え て 開 か れ た 「 2010 年 度 ･ 総 会 」

「
ブ
ル
ガ
リ
ア
ン
・
ブ
ル
ー

」
の

著
者
カ
テ
リ
ナ
さ
ん
が
講
演

ブ
ル
ガ
リ
ア
の
乳
幼
児
養
護
施
設
へ
薬
代
を
贈
呈
へ

ヨ ー グ ル ト を 使 っ た ブ ル ガ リ ア 料 理

ブ ル ガ リ ア 料 理 の ア ド バ
イザ ー・ ナイチ ョフ さん （ 左 ） ら
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ブ ル ガ リ ア と 広 島 の 交 流 促 進 を
駐日ブルガリア大使館のトドロフ新大使が来広し、「講演と歓迎交流会」

５月１６日

2
0
1
0
年
度
活
動
の
軌
跡
　

②

大
使
「
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
歴
史
や
文
化

」
な
ど
を
語
る

広
島
経
済
大
学
の
前
川
学
長
が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ

５月１６日～17日

広
島
県
内
の
大
学

、
県

、
市

経
済
な
ど
各
界
の
代
表
約

5
0
人
が
参
加
し
た

「
講
演

と
歓
迎
交
流
会

」

　　大使と今村会長　　　三島常任理事、大使、夫人、佐々木副代表理事

講
演
会
の
司
会
役
・
佐
上
理
事

ト　ド　ロ　フ　大　使　の　歓　迎　交　流　会

ト　ド　ロ　フ　大　使　の　講　演

協会からの宮島彫りを手渡す鈴木理事　　ブルガリアと日本の歴史的友好関係やEU加盟後の経済状況などを紹介するトドロフ大使

豊田副市長　中山県局長　岸田相談役

高
丸
副
代
表
理
事
が

奥
様
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー 北後理事　(左から)木村、今村、大使夫人、本多、佐藤さん

（左から）碓氷、渡辺、大使、平木各氏ナイチョフ広大院生と大使ご夫妻

前川学長

湯
崎
広
島
県
知
事
の
表
敬
訪
問

５
月
１7
日

平和公園で原爆資料館の見学、慰霊碑への献花

前田館長の案内で原爆資料館を見学資料館を見学した後に慰霊碑に献花するトドロフ大使原爆ドームをバックに被爆の説明を受ける

広島県庁に湯崎県知事を表景訪問

深山代表幹事

寺田代表理事 岸田相談役、　　豊田副市長、　　中山県局長

赤堀学長

県立広島大の赤堀学長、広島経済同友会の深山代表幹事

あ
い
さ
つ

湯崎県知事と平和・文化・経済交流などで意見交換

広島とブルガリアの交流促進を
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第6次・「ブルガリア訪問団」の活動　①

ブ ル ガ リ ア の 特 産 ・ ダ マ ス ク ロ ー ズ 苗 木 で 交 流
協会の代表者が宗像市の「ブルガリアン・フェスティバル」に参加2010年9月16日～17日

2
0
1
0
年
度
活
動
の
軌
跡
　

③

宗像市・カザンラックが協定締結記念式も

安井協会長、宗政名誉領事、谷井市長、 ダミャノフ市長、 トドロフ大使

 
ば
ら
の
女
王
や
歌
舞
団
が
歌
や
踊
り
を
披
露

 
交
流
1
0
周
年
記
念
の
イ
ベ
ン
ト
兼
ね
て

　
太
鼓
の
演
技
や
マ
グ
ロ
の
解
体
シ

ョ
ー

も

宗政名誉領事の１０年間支援の功績に乾杯！！

ダミャノフ市長からダマスクローズ苗木を受取る

ブルガリアでの原爆放射線研究の講演を

昨年に次いで当協会の代表者６人が参加し大使、市長と記念に

9月16日

9
月
17
日

 
ト
ド
ロ
フ
大
使
に
協
力
を
要
請

　

広
島
市
の
平
和
公
園
に
植
樹
を

福岡県宗像市の関係者らが参加し盛大なイベントに。　　ばらの女王と記念写真豪快な和太鼓演奏とマグロ解体ショー

安芸高田市の湧永満之記念庭園にも贈呈へ 鈴木特任教授が大使にブルガリアでの講演を希望

 湧永満之庭園で植樹式
　 安芸高田市の主催で

児玉県議　　　　　浜田市長

不破副会長　　　ナイチョフ氏

ダマスクローズオイルを贈呈する今村会長

苗木を植樹する高丸副代表理事（左）ら

（前列左から）鈴木（裕）、大使、夫人、清水さん
（後列左から）今村、鈴木、ナイチョフ、村山氏

11月13日

10月26日 　

広
島
市
に
苗
木
を
贈
呈

豊田副市長に苗木を渡す今村会長ら

10月28日～11月5日

　

鈴
木
特
任
教
授

が
ブ
ル
ガ
リ
ア
で
講
義

放射線研究で講義する鈴木特任教授とブルガリアの研究者

　

ソ
フ
ィ
ア
市

ソフィア大学と国立放射線防護センターで

　

琴
欧
州
の
両
親

ラシェフ市長や日本ブルガリア友好協会・会長らと交流
　

旧
帝
都
の
城
跡

　

ラ
シ

ェ
フ
市
長 絵をディヤンコヴァ会長に

ヴェリコ・タルノヴォ市

ソフィア大学理学部で
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ブ
ル
ガ
リ
ア
の
大
学
と
の
協
定
が
実
現
へ

さ ら な る 核 兵 器 廃 絶 と 国 際 平 和 の 促 進 を
第2の都市・プロヴディフ市で「ヒロシマ・ナガサキ原爆展」 2011年5月29日～

在
ブ
ル
ガ
リ
ア
日
本
大
使
館
の
伊
藤
大
使

が
来
広

「
原
爆
の
子
の
像

」
前

（
右

）
と
広
島
城
で

ソフィア大学とソフィア医科大学との大学間協定（案）を浅原学長（右側写真）と酒井副医学部長
（左側写真）に手渡し、両大学の歓迎の意を報告する鈴木特任教授（当協会・常任理事）と今村会

広島大学　原爆放射線医科学研究所の国際シンポに招待

ブルガリア放射線防護センターのゲオロギヴァ所長ら

2
0
0
9
年
度
活
動
の
軌
跡
　

④

講演と歓迎会で「ブルガリアの現況」を語る伊藤大使

聖イヴァンリルスキ乳幼児養護施設への薬代を手渡した後、施設内

大学間協定の快諾を広島大学の浅原学長、酒井副医学部長に報告

駐日大使館員、ソフィア大学教授、盛岡大学准教授らが広島に

「ブルガリア講座」で話すアントワネタさん　　　　　　　　　　原爆資料館を見学するソフィア大教授ら

ソフィア経済大学の副学長に要望 ソフィア大学の学長に要請

ソフィア医科大学の担当副学長に要請

原
爆
資
料
館
を
見
学

ファンダゴヴァ市長

お薬から訪問介護、デイサービスまでお任せを （有）ヤマオコーポレーション 　０８２－２５０－９８０５
広島市南区翠

10月28日～11月5日 第6次・「ブルガリア訪問団」の活動　②

広
島
大
学
の
関
係

広
島
経
済
大
学
関
係

ソフィア大学医学部の医療機器を視察

11
月
26
日

ソフィア市

２０11年に原爆展を確約
ゴ
ゴ
ヴ
ァ
副
市
長
が

民
俗
博
物
館
で
開
催

ゴゴヴァ副市長と会見後に

ダミャノフ市長に再会し旧交を温める

プロヴディフ市

カザンラック市

市博物館をザレフ館長の案内で見学

11
月
29
日

1
月
27
日

2月12日

「
ブ
ル
ガ
リ
ア
講
座

」

３月５日
３
月
２
日

鈴
木
氏
宅
で
ホ
ー

ム
パ
ー

テ
ィ
ー

歓
迎
交
流
会

名
園
・
縮
景
園
の
梅

原
爆
資
料
館
や
平
和
公
園
を
案
内

ソ
フ
ィ
ア
市
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